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問
市
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
で
は
、
新
規
移
住
者
数

を
２
０
１
９
年
度
に
２
０

０
人
、
合
計
特
殊
出
生
率

を
２
０
１
９
年
度
に
１
・

80
と
し
て
い
る
が
現
状
は
。

答
２
０
１
６
年
度
の
合
計

特
殊
出
生
率
が
１
・
60
、

２
０
１
７
年
度
の
新
規
移

住
者
数
は
、
２
９
３
人
だ
。

合
計
特
殊
出
生
率
は
目
標

を
下
回
っ
て
い
る
が
、
新

規
移
住
者
数
は
上
回
っ
て

い
る
。

問
支
所
地
域
ご
と
に
、
目

標
を
掲
げ
て
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
地
域
の
方
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
合
計
特
殊
出

生
率
で
あ
る
と
か
、
転
入

者
数
な
ど
の
目
標
数
字
の

必
要
性
を
考
え
た
い
。

問
２
つ
の
目
標
を
達
成
す

る
上
で
賃
金
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
だ
が
、
民
間
の

賃
金
の
状
況
は
10
年
前
と

比
べ
て
ど
う
か
。
ま
た
、

全
国
の
状
況
は
ど
う
か
。

答
市
の
労
働
実
態
調
査
に

よ
る
と
、
男
性
正
社
員
の

平
均
賃
金
を
10
年
前
の
結

果
と
比
較
す
る
と
、
２
０

０
８
年
が
28
万
１
０
１
５

円
、
２
０
１
７
年
が
28
万

３
２
１
９
円
。
国
の
調
査

に
よ
る
と
、
全
国
の
男
性

正
社
員
の
平
均
賃
金
は
、

２
０
０
８
年
が
33
万
３
７

０
０
円
、
２
０
１
７
年
が

33
万
５
５
０
０
円
。

問
賃
金
が
増
え
な
い
状
況

の
下
で
、
子
育
て
が
大
変

に
な
っ
て
い
る
。
市
の
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、
子

育
て
に
お
け
る
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
求
め
る
声
が

多
い
。
賃
金
を
引
き
上
げ

る
た
め
に
、
市
が
力
を
入

れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
都
市
部
に
は
所
得
が
高

い
魅
力
が
あ
る
。
官
民
連

携
し
て
取
り
組
み
た
い
。

問
本
市
開
催
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
受
賞
が
大
幅
に
増
え

た
要
因
と
今
後
の
期
待
は
。

答
３
市
１
村
、
県
、
Ｊ
Ａ

ひ
だ
、
生
産
団
体
一
丸
と

な
っ
た
結
果
で
あ
り
、
今

後
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進

に
大
い
に
貢
献
す
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
。

問
外
資
系
の
土
地
利
用
が

市
の
「
街
づ
く
り
の
基
本

目
標
」
に
そ
ぐ
わ
な
い
利

用
に
な
ら
な
い
か
。
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る

更
新
計
画
が
必
要
だ
。
市

内
で
集
約
さ
れ
利
便
性
の

良
い
土
地
に
旧
飛
驒
酪
農

の
跡
地
が
あ
る
。
市
街
地

の
土
地
利
用
を
ど
う
考
え

る
か
。

答
市
街
地
に
お
け
る
遊
休

地
は
都
市
機
能
に
必
要
な

用
途
と
し
て
活
用
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
有
効
活

用
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

問
ラ
オ
ス
・
ル
ア
ン
パ
バ

ー
ン
市
・
ベ
ト
ナ
ム
・
フ

エ
市
と
の
交
流
の
経
緯
と

実
績
を
ど
う
評
価
し
て
い

る
か
。

答
姉
妹
友
好
都
市
と
提
携

や
協
力
協
定
を
締
結
。
町

並
み
保
存
、
農
業
振
興
な

ど
実
務
者
の
相
互
訪
問
、

市
内
企
業
の
事
業
拡
大
や

市
民
の
国
際
感
覚
の
醸
成

等
が
図
ら
れ
て
い
る
。

問
鹿
児
島
全
共
を
勝
ち
抜

く
た
め
の
対
策
は
。

答
飛
驒
牛
振
興
法
策
は
昭

和
55
年
安
福
号
導
入
で
県

の
和
牛
銘
柄
が
飛
驒
牛
に

統
一
さ
れ
、
全
共
に
向
け

農
家
の
支
援
に
全
力
で
取

り
組
む
。

問
荘
川
町
六
厩
地
区
の
山

林
62
h
a
に
大
規
模
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
の
計
画

が
あ
り
、
最
終
処
分
場
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

埋
め
立
て
ら
れ
る
品
目
は
。

答
燃
え
殻
、
汚
泥
、
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
、
金
属
く
ず

な
ど
に
加
え
、
動
物
の
糞

尿
、
動
物
の
死
体
、
廃
石

綿
（
ア
ス
ベ
ス
ト
）
、
水

銀
使
用
製
品
等
18
品
目
。

問
工
事
期
間
は
。

答
平
成
35
年
か
ら
38
年
の

３
年
間
で
あ
る
。

問
埋
立
て
期
間
と
埋
め
立

て
量
は
。

答
平
成
38
年
か
ら
26
年
間
、

総
埋
め
立
て
量
は
２
４
６

万
㎥
（
毎
日
10
ｔ
車
で
25

台
×
26
年
の
量
）

問
現
在
の
進
捗
状
況
は
。

答
平
成
30
年
９
月
11
日
事

業
者
か
ら
許
認
可
権
者
で

あ
る
岐
阜
県
へ
事
業
計
画

が
提
出
さ
れ
、
現
在
県
に

お
い
て
審
査
が
始
ま
っ
た
。

問
住
民
や
関
係
団
体
の
動

向
は
。

答
11
月
８
日
の
事
業
者
に

よ
る
説
明
会
に
は
住
民
１

３
５
人
が
参
加
、
開
発
構

想
の
説
明
に
対
し
て
多
く

の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
ま

た
、
10
月
25
日
か
ら
11
月

22
日
ま
で
の
間
に
、
80
通

の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
た
。

問
市
の
対
応
は
。

答
多
く
の
意
見
書
が
提
出

さ
れ
た
こ
と
に
加
え
、
12

月
10
日
に
は
荘
川
地
区
連

合
町
内
会
か
ら
計
画
の
中

止
を
求
め
る
要
望
書
が
１
，

０
３
３
名
の
署
名
と
と
も

に
市
長
に
提
出
さ
れ
た
こ

と
を
重
く
受
け
止
め
て
い

る
。
今
後
、
事
業
者
か
ら

の
見
解
書
の
内
容
も
踏
ま

え
つ
つ
、
県
や
事
業
者
に

対
し
て
市
の
考
え
を
伝
え

る
。
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出
生
率
や
転
入
者
を

増
や
す
た
め
、
民
間

賃
金
の
引
上
げ
を

米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
国
際
大

会
in
飛
驒

産
廃
施
設
計
画
の
実

態
は
！

第
12
回
全
国
和
牛
能
力

共
進
会
鹿
児
島
大
会
へ

市
街
地
の
土
地
利
用

海
外
都
市
と
の
交
流


